
【後志管内】 つながりができる学校図書館（黒松内町立黒松内中学校）

活字を読む機会が少ない生徒や、読書が苦手な生徒でも興味を持

てるような図鑑やクイズ本などを配置したり、授業の進度に合わせ

て、教科に関連する内容の図書を展示したりしています。

また、北海道や地元に関連する図書や季節・行事に合わせた資料

の展示を行っています。

生徒が本を手に取りやすい環境づくり

図書委員会が定期的にスタンプラリーなどのイベントを開催して、

生徒が楽しみながら図書に触れる機会をつくっています。

また、生徒同士がクイズを出し合ったり、ボードゲーム等の知育

教材で遊んだりしながら対話する時間を過ごすことができる居場所

としても、学校図書館が機能しています。

生徒が集う学校図書館

←「北海道みんなの日」の展示 ↓昼休みの生徒の様子

【宗谷管内】 読書意欲を高める児童会の取組（稚内市立宗谷小学校）

宗谷小学校の読書の取組は、全校児童を乗せた船「なぎさ丸」が、読

書量に応じて世界一周を目指すものです。図書委員会が主体となり、月

に一度、全校児童の読書量をポイント化して集計し、なぎさ丸を進めま

す。100ポイントごとにある港を通過した時には、給食の際に全校放送で

周知し、みんなで牛乳で乾杯！読書量の多い児童を月間MVPとして選出・

表彰するなど、頑張りを称え合い、活動を盛り上げています。

児童の読書量に応じて「なぎさ丸」が世界一周

「なぎさ丸」は、令和５年度に校長先生が始め、徐々に児童会活動に

移行し、３年目となる今年度は、完全に児童主体の活動となりました。

図書委員が学校図書館前の廊下に「おすすめの本コーナー」を設置する

など、自主的な取組が展開し始めています。宗谷港を出発した「なぎさ

丸」は間もなく世界一周を達成するとのことです。校長先生は「個人目

標の達成も大事にしながら、学校全体の主体的で楽しい取組により、読

書への意欲を継続して高めていってほしい」と語っていました。

児童会が主体的に取組を展開


